
 

（法第28条第１項関係様式例）※事業報告書等提出用	
	

平成29年 度 事 業 報 告 書	

平成29年	 4月1日から平成30年	 3月31日まで	

	

（法人の名称：特定非営利活動法人原始感覚舎）	 	

	

１		事業の成果	

・以下の事業を実施したが、今年度は文化庁の助成が受けられなかったため、予算の確保が

できなかったので、ボランティア活動として事業の補助を行った。	

	

２		事業の実施に関する事項	

(1)	特定非営利活動に係る事業	

事	 業	 名	

(定款に記載

した事業)	

具体的な事業内容	

(A)当該事業の実

施日時	

(B)当該事業の実

施場所	

(C)従事者の人数	

(D)受益対象

者の範囲	

(E)人数	

事業費の	

金	 	 額	

(単位：千円)	

	

（１）文化・

芸術イベン

ト・ワークシ

ョップ等の

企画・制作・

運営事業	

	

	

「信濃の国	原始感覚美術祭

2017－みのくちまつり」の運

営補助	

	

	

(A)平成 29 年 9 月

1 日（金）	

―9 月 3 日（日）	

	

(B)長野県大町市	

西丸震哉記念館	

	

(C)10 名	

	

	

(D)大町市民	

	

美術祭に惹か	

れて集う県外	

者と市外者	

	

アーティスト	

	

(E)	

のべ 817 人	

	

	

0 円	

	

（2）文化・

芸術の普及

に関する人

材の発掘・育

成事業	

	

	

実施しなかった	

	 	 	

	

（3）文化・

芸術施設の

管理・運営の

受託事業	

	

実施しなかった	

	 	 	

	

（4）文化・

芸術に関す

る情報の発

信及び広報

活動事業	

	

実施しなかった	

	 	 	



 

	

	

（5）文化・

芸術を活動

の核とした、

まちづくり

のための実

践、空き家再

生事業	

	

	

実施しなかった	

	 	 	

	

（6）上記（1）

から（5）に

関する連携、

交流及びサ

ポート活動

事業	

	

	

実施しなかった	

	 	 	

	
（記載上の注意事項）※この事項は、提出する様式に記載する必要はありません。	
１	 「２事業の実施に関する事項」は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその

他の事業について区分を明らかにして記載してください。	

	 	 なお、法人税法上の収益事業と非収益事業の区分ではありませんのでご注意ください。	

２		２の(1)は、事業ごとに定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人

数、受益対象者の範囲及び人数並びに支出額をそれぞれ記載してください。	

３		２の(1)のうち「受益対象者の範囲及び人数」の欄には、具体的な受益対象者及び人

数を記載してください。	

４		２の(2)は、事業ごとに定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事者の人

数及び支出額をそれぞれ記載してください。	

また、定款上で「その他の事業」に関する事項を定めている場合は、当該事業年度に

実施しなくても、必ず「実施しなかった」と記載してください。	


